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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体（Ａ）上に所定の波長域の光に感光性を有する感光性樹脂層（Ｂ）が積層され、
該感光性樹脂層（Ｂ）上に、水溶性染料を含有する遮光インクの浸透により層中に遮光パ
ターンが形成されたインク受理層（Ｃ）が直接積層されてなる凸版印刷用感光性積層構造
体であって、
　前記遮光インクが波長３００ｎｍ～４５０ｎｍの光を吸収する特性を有し、
　前記水溶性染料を水により５０００倍に希釈したときの前記遮光インクの波長３００ｎ
ｍ～４００ｎｍの光に対する吸光度（光路長１０ｍｍ）の積分値が４５ｎｍ×Ａｂｓ．以
上であることを特徴とする凸版印刷用感光性積層構造体。
【請求項２】
　前記インク受理層（Ｃ）が０．５μｍ～１５μｍの厚みに形成されていることを特徴と
する請求項１に記載の凸版印刷用感光性積層構造体。
【請求項３】
　前記インク受理層（Ｃ）が水溶性組成物から形成されていることを特徴とする請求項１
または２に記載の凸版印刷用感光性積層構造体。
【請求項４】
　前記水溶性組成物が水溶性もしくは水溶性有機溶媒に可溶な、あるいはこれら溶媒によ
り膨潤または分散する樹脂を含有していることを特徴とする請求項３に記載の凸版印刷用
感光性積層構造体。
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【請求項５】
　前記水溶性染料の水に対する溶解度が、ｐＨ値が中性からアルカリ性の範囲において７
質量％以上であることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の凸版印刷用感光
性積層構造体。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の凸版印刷用感光性積層構造体のインク受理層（Ｃ
）に形成された遮光パターンをマスクとして、感光性樹脂層（Ｂ）に対して波長３００ｎ
ｍ～４５０ｎｍの光を照射する露光工程と、
　前記波長３００ｎｍ～４５０ｎｍの光が照射されずに未硬化状態にある前記感光性樹脂
層（Ｂ）の非照射領域を現像液により除去して、支持体（Ａ）上に印刷用の凸状パターン
を有する樹脂層を形成する現像工程と、
を有する凸版印刷版の製造方法。
【請求項７】
　前記遮光パターンが、インクジェット記録装置を用いた前記インク受理層（Ｃ）へのパ
ターン印刷により形成されたものであることを特徴とする請求項６に記載の凸版印刷版の
製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フレキソ印刷版等の凸版印刷版を形成するための感光性原版、凸版印刷版の
製造方法および該製造方法用遮蔽インクに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、近年のフレキソ印刷原版には、感光性樹脂が用いられており、この感光
性樹脂は、一般にエラストマー性のバインダーと、少なくとも一つのモノマーおよび光開
始剤とから構成されている。この感光性樹脂を用いた印刷原版は、支持体の上に少なくと
も前記感光性樹脂層が設けられた板状部材である。
【０００３】
　この印刷原版を用いたフレキソ印刷版の製造では、まず、この印刷原版の感光性樹脂層
の上に、印刷しようとする文字や画像などのイメージのネガパターンを有するフィルム（
マスク）を置き、このマスクを介して、化学線を前記感光性樹脂層に照射する。化学線の
照射を受けた部分は、光重合反応が生じて硬化する。その後、未硬化部分を現像液にて洗
い流すと、前記イメージに対応した凸状パターンが残留する。その結果、フレキソ印刷版
が出来上がる。フレキソ印刷では、前記凸状パターンの先端部分にインクを付着させて、
紙などの印刷媒体に押しつけることで、印刷物を得る。
【０００４】
　前記ネガマスクとして用いるネガフィルムは、慣用の写真技術、すなわち、ハロゲン化
銀を用いた光化学反応を用いて製造されるため、その製造には、コストがかかり、かつ製
造工程が煩雑である。これに対して、より簡易かつ安価に製造することのできるネガフィ
ルムに代替可能なネガマスクが提案されている（特許文献１）。このネガマスクは、ポリ
エステルフィルムなどの透明支持体の表面にインク受理層というインク定着層を設け、こ
のインク定着層に紫外線吸収性のインクを用いてインクジェットプリンターによりネガパ
ターンを印刷することにより、形成される。
【０００５】
　このネガマスクは、簡易かつ安価に製造でき、充分に従来のネガフィルムの代替品とし
て使用可能であるが、次のような従来のネガフィルムと同様の改良すべき問題点を抱えて
いる。
（i）　ネガマスクは、プラスチックフィルムから構成されているので、温度と湿度の変
化により寸法に変化を来しやすい。そのため、同一ネガマスクを使用しても、感光性樹脂
層の露光および現像からなるパターン形成工程を、別の時期に行ったり、別の環境で行う
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と、同一精度の印刷版を得ることができなくなる場合が生じる。
（ii）　パターン形成工程において、ネガマスクと感光性樹脂層との間に埃などの光入射
阻害物質が入りやすく、入ってしまった場合は、露光および現像処理後に得られるパター
ンイメージに乱れが生じ、印刷版の印刷品質を低下させることになる。
【０００６】
　かかる問題点を解決するために、感光性樹脂層の表面に直接的に紫外線吸収性のインク
組成物を用いてインクジェットプリンターやレーザプリンターなどの印刷装置によりネガ
パターンを印刷する技術が提案されている（特許文献２，３）。
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－３３０１５８号公報
【特許文献２】特開平５－１１４４５号公報
【特許文献３】特開平１０－１０７０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　前記特許文献２，３に記載の凸版印刷原版では、感光性樹脂層をパターン露光するため
のマスクとして、感光性樹脂層の表面に直接的に印刷装置を用いて印刷したインク組成物
の印刷パターンが用いられる。そのため、従来のネガフィルムをマスクとして用いた場合
や、その代替品を用いた場合に生じる問題点は解消できる。
【０００９】
　しかしながら、この技術では、インク組成物は、感光性樹脂層の表面に直接印刷される
ので、印刷部分に滲みやはじきが生じて鮮明な印刷パターンが得られないという新たな問
題が発生してしまう。
【００１０】
　また、この技術では、感光性樹脂層は、積層後から露光および現像工程が終了するまで
の間、大気に露出しており、部分的にインク組成物に覆われている状態に置かれることに
なる。インク組成物の酸素遮断性は充分に考慮されているとは言えず、ましてインク組成
物で覆われていない露出部分は、大気に含まれる酸素に直接的に接することになる。露光
および現像時に酸素が直接感光性樹脂層に接触すると、露光および現像に障害が生じる。
すなわち、露光光に対する感受性が抑制され、その結果、現像によって得られるパターン
形状が不鮮明になりやすくなる。
【００１１】
　本発明は、凸版印刷において、従来のネガフィルムおよびその代替品を用いた場合の問
題点と、感光性樹脂層表面に直接インク組成物によりマスクパターンを形成する場合の問
題点とを同時に解決することのできる凸版印刷用原版と、該凸版印刷用原版を用い凸版印
刷版の製造方法を提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記課題を解決するために、本発明に係る凸版印刷用原版は、支持体（Ａ）上に所定の
波長域の光に感光性を有する感光性樹脂層（Ｂ）と遮光インクにより層中に遮光パターン
が形成されるインク受理層（Ｃ）とが少なくとも積層されてなる凸版印刷用原版であって
、前記インク受理層（Ｃ）が前記所定の波長域の光に対して実質的に透明であり、かつ前
記遮光インクを保持する特性を有していることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明に係る凸版印刷版の製造方法は、支持体（Ａ）上に所定の波長域の光に感
光性を有する感光性樹脂層（Ｂ）とインク受理層（Ｃ）とが少なくとも積層されてなる感
光性積層体を凸版印刷用原版として用い、前記インク受理層（Ｃ）の層中に前記所定の波
長域の光を吸収する特性を有する遮光インクを用いて凸版印刷用のイメージパターンに応
じた遮光パターンを形成し、該パターン形成によってそのパターン部分が前記所定の波長
域の光を遮断するマスク画像層に変化させるマスク画像層形成工程と、前記マスク画像層
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をマスクとして前記感光性樹脂層に前記所定の波長域の光を照射する露光工程と、前記所
定の波長域の光が照射されずに未硬化状態にある前記感光性樹脂層の非照射領域を現像液
により除去して、前記支持体上に印刷用の凸状パターンを有する樹脂層を形成する現像工
程と、を有することを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明に係る凸版印刷版製造用遮蔽インクは、前記本発明の凸版印刷版の製造方
法に用いる遮光インクであって、水溶性染料を含有し、該水溶性染料が水で希釈された状
態で３００ｎｍ～４５０ｎｍの波長域の光に対して高い吸収性を有することを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１５】
　前記構成によれば、感光性樹脂層表面に形成されたインク受理層によって遮光インクが
滲みやはじきを伴うことなく保持されて輪郭の明瞭なマスクパターンが感光性樹脂層上に
一体的に形成される。そして、インク受理層によって感光性樹脂への酸素による減感作用
を防止することができ、さらにインク受理層によって感光性樹脂表面への酸素到達割合（
酸素透過係数）を適度に制御することもでき、それにより露光・現像によって得られる感
光性樹脂層のパターン形状を所望の形状に制御することもできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の凸版印刷原版の構成要素について、フレキソ印刷原版の場合を例に、さ
らに詳しく説明する。
【００１７】
　（支持体層（Ａ））
　本発明のフレキソ印刷原版を構成する支持体層としては、フレキソ印刷版として用いる
印刷条件に必要とされる機械的強度などの物理性能を満たす、通常のフレキソ印刷版に用
いられる公知の金属、プラスチックフィルム、紙およびこれらの複合化された形態のすべ
ての支持体が使用できる。これらには付加重合ポリマーおよび線状縮合ポリマーにより形
成されるようなポリマー性フィルム、透明なフォームおよび織物、不織布、例えばガラス
繊維織物、およびスチール、アルミニウムなどの金属が含まれる。支持体はバック露光が
容易なように非赤外線に対して透明であることが好ましい。より好適な支持体としては、
ポリエチレンまたはポリエステルフィルムが挙げられ、特にポリエチレンテレフタラート
フィルムがよい。前記フィルムとしては、厚さ５０～３００μｍのフィルム、好ましくは
厚さ７５～２００μｍのフィルムが用いられる。この支持体層は、また、必要に応じて、
感光性樹脂層との間を薄い粘着促進層で被覆されていてもよい。この粘着促進層としては
、例えば、ポリカーボネートと、フェノキシ樹脂と、多価イソシアネートの混合物からな
るものが好適に使用できる。
【００１８】
　（感光性樹脂層（Ｂ））
　本発明のフレキソ印刷原版に用いる感光性樹脂層は、エラストマー性バインダーと、１
種類以上のモノマーおよび光重合開始剤とを含有する感光性樹脂組成物で形成され、通常
フレキソ印刷に適するすべての感光性樹脂組成物が使用できる。前記エラストマー性バイ
ンダーとしては、単一の重合体、共重合体またはそれらの混合物であってエラストマー性
を有し、かつ水性または有機溶剤の現像液に可溶、膨潤または分散し、洗浄除去可能な重
合体が挙げられる。これらのバインダーとしては、例えば、ポリブタジエン、ポリイソプ
レン、ポリジオレフィン、ビニル芳香族化合物／ジオレフィンの共重合体およびブロック
共重合体、スチレン／ブタジエン共重合体、スチレン／イソプレン共重合体、ジオレフィ
ン／アクリロニトリル共重合体、エチレン／プロピレン共重合体、エチレン／プロピレン
／ジオレフィン共重合体、エチレン／アクリル酸共重合体、ジオレフィン／アクリル酸共
重合体、ジオレフィン／アクリレート／アクリル酸共重合体、エチレン／（メタ）アクリ
ル酸／（メタ）アクリレート共重合体、ポリアミド、ポリビニルアルコール、ポリビニル
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アルコール／ポリエチレングリコールのグラフト共重合体、両性インターポリマー、アル
キルセルロース、ヒドロキシアルキルセルロース、ニトロセルロースなどのセルロース類
、エチレン／ビニルアセテート共重合体、セルロースアセテートブチレート、ポリブチラ
ール、環状ゴム、スチレン／アクリル酸共重合体、ポリビニルピロリドン、ポリビニルピ
ロリドンとビニルアセテートとの共重合体、クロロプレン重合体、スチレン－クロロプレ
ン共重合体、アクリロニトリル－ブタジエン共重合体、アクリロニトリル－イソプレン共
重合体、アクリロニトリル－クロロプレン共重合体、メタクリル酸メチル－ブタジエン共
重合体、メタクリル酸メチル－イソプレン共重合体、メタクリル酸メチル－クロロプレン
共重合体、アクリル酸メチル－ブタジエン共重合体、アクリル酸メチル－イソプレン共重
合体、アクリル酸メチル－クロロプレン共重合体、アクリロニトリル－ブタジエン－スチ
レン共重合体、アクリロニトリル－イソプレン－スチレン共重合体、アクリロニトリル－
クロロプレン－スチレン共重合体、エピクロルヒドリン重合体、エピクロルヒドリン－エ
チレンオキシド共重合体、エピクロルヒドリン－プロピレンオキシド共重合体、エピクロ
ルヒドリンゴム、塩素化ポリエチレン、塩化ビニル共重合体、塩化ビニリデン共重合体、
塩素化ポリプロピレン、塩素化エチレン－プロピレンゴム、アクリル酸エチル－アクリロ
ニトリル共重合体、アクリル酸ブチル－アクリロニトリル共重合体、メタクリル酸メチル
－アクリロニトリル共重合体、アクリル酸ブチル－スチレン－アクリロニトリル共重合体
が挙げられる。前記重合体は単独でもまた組み合わせて用いてもよい。その他、水性現像
液に可溶または分散可能なバインダーである、米国特許第３，４５８，３１１号、同第４
，４４２，３０２号、同第４，３６１，６４０号、同第３，７９４，４９４号、同第４，
１７７，０７４号、同第４，４３１，７２３号、同第４，５１７，２７９号等の明細書に
開示されている樹脂や、有機溶剤現像液に可溶、膨潤または分散可能である米国特許第４
，３２３，６３６号、同第４，４３０，４１７号、同第４，０４５，２３１号等の明細書
に開示されている樹脂も挙げることができる。
【００１９】
　本発明に用いる感光性樹脂層に含まれる１種類以上のモノマーとしては、透明で、くも
りのない感光性樹脂層が形成できるよう上記バインダーと相溶性である必要がある。前記
モノマーとしては、例えば、α－メチルスチレン、ｍ－メチルスチレン、ｐ－メトキシス
チレンなどの芳香族ビニル単量体；アクリロニトリルやメタクリロニトリルなどのα，β
－エチレン性不飽和ニトリル化合物；メチルアクリレート、エチルアクリレート、プロピ
ルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、イソブチルアクリレート、ｔ－ブチルアクリ
レートなどの炭素数１～２３のアルキルアルコールのアクリレート類および対応するメタ
クリレート類；２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシプロピルアクリレー
トなどのヒドロキシアルキルアルコールのアクリレート類および対応するメタクリレート
類；メトキシエチレングリコール、メトキシプロピレングリコールなどのアルコキシアル
キレングリコールのアクリレート類およびメタクリレート類；マレイン酸モノエチル、フ
マル酸モノメチル、イタコン酸モノエチルなどの不飽和多価カルボン酸のモノエステル類
；マレイン酸ジメチル、マレイン酸ジエチル、マレイン酸ジブチル、マレイン酸ジオクチ
ル、フマル酸ジエチル、フマル酸ジブチル、フマル酸ジオクチル、イタコン酸ジメチル、
イタコン酸ジエチル、イタコン酸ジブチル、イタコン酸ジオクチルなどのジエステル類；
アクリルアミド、メタクリルアミド、Ｎ，Ｎ′－メチレンビスアクリルアミド、Ｎ，Ｎ′
－ヘキサメチレンビスアクリルアミドなどのアクリルアミド類および対応するメタクリル
アミド類；エチレングリコールジアクリレート、ポリアルキレングリコール（アルキレン
グリコール単位２～２３個）のグリコールのジアクリレート類および対応するメタクリレ
ート類；グリセリン、ペンタエリスリトール、トリメチロールアルカン、テトラメチロー
ルアルカン（アルカンとしてはメタン、エタン、プロパン）などの三価以上の多価アルコ
ール類のジアクリレート、トリアクリレート、テトラアクリレート、オリゴアクリレート
類および対応するメタクリレート類；２－アクリロイルオキシエチルコハク酸、２－アク
リロイルエチルヘキサヒドロフタル酸、２－アクリロイルオキシエチルアシッドホスフェ
ートなどの酸性官能基をもつアクリレート類および対応するメタクリレート類；等が挙げ
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られる。これらの光重合性エチレン性不飽和単量体は１種を単独で用いてもよいし、２種
以上を組み合わせて用いてもよい。その他として、米国特許第４，３２３，６３６号、同
第４，７５３，８６５号、同第４，７２６，８７７号、同第４，８９４，３１５号の各明
細書中に記載のモノマーを挙げることができる。
【００２０】
　上記モノマーは、感光性樹脂層のバインダーを１００質量部とすると、５～３０質量部
、好ましくは１０～２０質量部の範囲がよい。モノマーの含有量が前記範囲未満では非赤
外放射線露光硬化後の被膜の耐摩耗性や耐薬品性が低下し、前記範囲を超えると、感光性
樹脂層のエラストマー性が低下し、フレキソ印刷版として好ましくない。
【００２１】
　また、光重合開始剤としては公知のものであれば特に限定されないが、このような開始
剤の一例として、ベンゾフェノンのような芳香族ケトン類；ベンゾインメチルエーテル、
ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、α－メチロールベンゾイ
ンメチルエーテル、α－メトキシベンゾインメチルエーテル、２，２－ジエトキシフェニ
ルアセトフェノン等のベンゾインエーテル類；置換および非置換の多核キノン類；１－ヒ
ドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２，２－ジメトキシ－１，２－ジフェニルエタ
ン－１－オン、２－メチル－１－〔４－（メチルチオ）フェニル〕－２－モルフォリノプ
ロパン－１－オン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニ
ル）－ブタン－１－オン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オ
ン、２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキシド、１－〔４－（２
－ヒドロキシエトキシ）フェニル〕－２－ヒドロキシ－２－メチル－１－プロパン－１－
オン、２，４－ジエチルチオキサントン、２－クロロチオキサントン、２，４－ジメチル
チオキサントン、３，３－ジメチル－４－メトキシベンゾフェノン、ベンゾフェノン、１
－クロロ－４－プロポキシチオキサントン、１－（４－イソプロピルフェニル）－２－ヒ
ドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、１－（４－ドデシルフェニル）－２－ヒドロ
キシ－２－メチルプロパン－１－オン、４－ベンゾイル－４'－メチルジメチルスルフィ
ド、４－ジメチルアミノ安息香酸、４－ジメチルアミノ安息香酸メチル、４－ジメチルア
ミノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸ブチル、４－ジメチルアミノ安息香酸
－２－エチルヘキシル、４－ジメチルアミノ安息香酸－２－イソアミル、２，２－ジエト
キシアセトフェノン、ベンジルジメチルケタール、ベンジル－β－メトキシエチルアセタ
ール、ｏ－ベンゾイル安息香酸メチル、ビス（４－ジメチルアミノフェニル）ケトン、４
，４'－ビスジエチルアミノベンゾフェノン、４，４'－ジクロロベンゾフェノン、ベンジ
ル、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイ
ソプロピルエーテル、ベンゾイン－ｎ－ブチルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテル
、ｐ－ジメチルアミノアセトフェノン、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルトリクロロアセトフェノン
、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルジクロロアセトフェノン、２－（ｏ－クロロフェニル）－４，５
－ジフェニルイミダゾリル二量体、チオキサントン、２－メチルチオキサントン、２－イ
ソプロピルチオキサントン、ジベンゾスベロン、α，  α－ジクロロ－４－フェノキシア
セトフェノン、ペンチル－４－ジメチルアミノベンゾエート、９－フェニルアクリジン、
１，７－ビス－（９－アクリジニル）ヘプタン、１，５－ビス－（９－アクリジニル）ペ
ンタン、１，３－ビス－（９－アクリジニル）プロパンなどが挙げられる。その他、米国
特許第４，４６０，６７５号および同第４，８９４，３１５号の明細書に開示されている
開始剤などが挙げられる。前記開始剤は単独でもまた組合せて使用してもよい。
【００２２】
　上記開始剤は、感光性樹脂層の全質量に対して０．００１～１０質量％の範囲で含有す
るのがよい。
【００２３】
　さらに、感光性樹脂層を形成する感光性樹脂組成物には要求される特性に応じて増感剤
、熱重合禁止剤、可塑剤、発色剤等の添加剤を用いることができる。この感光性樹脂組成
物の調製法としては様々な方法が使用できるが、例えば、配合される原料を適当な溶剤、
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例えば、クロロホルム、テトラクロロエチレン等の炭化水素類、ジブチルエーテル、イソ
プロピルエーテル、ジオキサン、テトラヒドロフラン等のエーテル類、アセトン、ジエチ
ルケトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、メチルプロピルケトン、シク
ロヘキサノン等のケトン類、酢酸エチル、酢酸ｎ－プロピル、酢酸ｎ－ブチル等のエステ
ル類、ベンゼン、トルエン、キシレン等の芳香族炭化水素類、等の溶剤（これら有機溶剤
は、単独でもまた混合しても用いることができる）に溶解させて混合し、型枠の中に流延
して溶剤を蒸発させ、そのまま板とすることも、また、溶剤を用いず、ニーダーあるいは
ロールミルで混練し、押出機、射出成形機、プレスなどにより所望の厚さの板に成形する
こともできる。
【００２４】
　本発明に用いるインク受理層（Ｃ）は、前記感光性樹脂層（Ｂ）上に直接積層されるこ
とによって機能する被覆層である。そのため、感光性樹脂層（Ｂ）と相溶性や反応性を持
たない成分から構成することが必要である。
　また、インク受理層（Ｃ）の特性として、イメージパターンに従った遮光パターンを形
成する印刷インクを滲みやはじきを伴うことなく保持し、かつ感光性樹脂層（Ｂ）へ酸素
が不必要に作用することがないように酸素透過を抑制するという少なくとも二つの特性を
有する。
【００２５】
　前記インクの滲みやはじきを伴うことなく保持するための一つの要因として適度な厚み
を持つことが重要であり、その厚みとしては、０．５μｍ～１５μｍが好ましく、さらに
好ましくは、１μｍ～１０μｍである。０．５μｍ以下となると保持されるインク量が遮
光性を十分に発揮するには不足してしまうので、好ましくない。また、１５μｍを超えた
場合は、遮光性については、既に充分であるが、露光後の現像工程における除去が面倒に
なる厚みとなってしまうので、好ましくない。
【００２６】
　このインク受理層（Ｃ）を構成する成分としてはインク保持能を持ち、水溶性もしくは
水溶性有機溶媒に可溶もしくは分散可能な、あるいはこれら溶媒により膨潤する樹脂が好
適であり、かかる水溶性樹脂としては、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピ
ルセルロース、ヒドロキシエチルメチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロー
ス、ヒドロキシブチルメチルセルロース、メチルセルロース、ナトリウムカルボキシメチ
ルセルロース、ナトリウムカルボキシメチルヒドロキシエチルセルロース、水溶性のエチ
ルヒドロキシエチルセルロース、硫酸セルロース、ポリビニルアルコール、ビニルアルコ
ール共重合体、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアセタール、ポリビニルピロリドン、ポリア
クリルアミド、アクリルアミド／アクリル酸共重合体、スチレン／アクリル酸共重合体、
エチレン－酢酸ビニル共重合体、ビニルメチルエーテル／マレイン酸共重合体、ポリ（２
－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルフォン酸）、ポリ（ジエチレントリアミン－
アジピン酸共重合体）、ポリビニルピリジン、ポリビニルイミダゾール、ポリエチレンオ
キシド、ポリウレタン、メラミン樹脂、ゼラチン、カラジーナン（カラゲニン）、デキス
トラン、アラビアゴム、カゼイン、ペクチン、アルブミン、澱粉、コラーゲン誘導体、コ
ロジオンおよび寒天を挙げることができる。これらのなかでも、ポリビニルブチラールな
どのポリビニルアセタール、ポリビニルピロリドン、ポリアクリルアミド、ポリウレタン
、ポリビニルアルコールが好ましい。
【００２７】
　本発明におけるインク受理層（Ｃ）の酸素透過係数は、酸素によって感光性樹脂層（Ｂ
）のパターンプロフィールが劣化しない範囲であれば、特に限定されるものではない。そ
のような酸素透過係数の好適範囲は、１×１０－１７～９×１０－５（ｃｍ３・ｃｍ／ｃ
ｍ２・ｓｅｃ・ｃｍＨｇ）である。酸素の透過をほぼ遮断する程に酸素透過係数を下げて
も良いが、少量の酸素の透過を許す程度に酸素透過係数を制御することによって、感光性
樹脂層（Ｂ）の露光・現像によるパターンプロフィールを制御することも可能である。例
えば、１×１０－１４～９×１０－１０（ｃｍ３・ｃｍ／ｃｍ２・ｓｅｃ・ｃｍＨｇ）の
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範囲に設定すれば、感光性樹脂層（Ｂ）の露光時に感光性樹脂層（Ｂ）の表面に少量の酸
素を存在させることになる。その結果、露光、現像後の、感光性樹脂層（Ｂ）のパターン
プロフィールは、末広がりのテーパー状となり、印刷のドットとなるパターン先端が細る
ことになる。その結果、パターン先端の印刷面（インク付着部分）が小面積化して、印刷
の鮮明さを向上させることができることになる。
【００２８】
　前記インク受理層を形成する樹脂組成物の調製において、インク受理層を構成する成分
を有機溶剤に溶解し、前記感光性樹脂層上に塗布後、有機溶剤を揮発させ、マスク材層を
形成するのがよい。前記有機溶剤としては、例えば、ジブチルエーテル、イソプロピルエ
ーテル、ジオキサン、テトラヒドロフラン等のエーテル類、アセトン、ジエチルケトン、
メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、メチルプロピルケトン、シクロヘキサノ
ン等のケトン類、酢酸エチル、酢酸ｎ－プロピル、酢酸ｎ－ブチル等のエステル類、ベン
ゼン、トルエン、キシレン等の芳香族炭化水素類、などが挙げられる。これら有機溶剤は
、単独でもまた混合しても用いることができる。
【００２９】
　本発明のフレキソ印刷原版は、前記インク受理層（Ｃ）の保護のため、その上にカバー
シートを設けることができる。このカバーシートは、通常フレキソ印刷版に用いられる公
知の金属、プラスチックフィルム、紙およびこれらの複合化された形態のすべてのカバー
シートが使用できる。これらには、付加重合ポリマーおよび線状縮合ポリマーにより形成
されるようなポリマー性フィルム、透明なフォームおよび織物、不織布、例えばガラス繊
維不織布、およびスチール、アルミニウムなどの金属が含まれる。好ましくは、ポリエチ
レンフィルム、ポリエステルフィルム、ポリプロピレンフィルム、あるいは、これらのフ
ィルムを積層したものが用いられる、このカバーシートとしては、フィルムが好適であり
、その厚みは、２０～２００μｍが好ましい。また、このカバーシートとマスク材層の間
を剥離層で被覆していてもよい。
【００３０】
　本発明のインク受理層（Ｃ）にインク印刷パターンを形成するために好適な遮光インク
としては、前記感光性樹脂層（Ｂ）をパターニングするために用いる露光光を吸収して透
過を遮断できる特性を有し、インク受理層（Ｃ）への定着が良好なものであれば、特に限
定されない。好適な具体例としては、３００ｎｍ～４５０ｎｍの波長域の光に高い吸収性
を持つ水溶性染料を含有するインクを挙げることができる。
【００３１】
　前記水溶性染料は、水中での吸収スペクトルが３００ｎｍから４５０ｎｍの範囲に高い
吸収があり、かつ水に対しての溶解度は通常５質量％以上、好ましくは７質量％以上であ
るものを適宜選択すればよい。このような色素の具体例として、水溶性の銅フタロシアニ
ン染料、黄色染料、褐色染料などが挙げられ、これらの水溶性染料を２種以上併用しても
よい。
【００３２】
　前記水溶性の銅フタロシアニン染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー８６
，８７，１９９、Ｃ．Ｉ．アシッドブルー２４９等が挙げられ、好ましくはＣ．Ｉ．ダイ
レクトブルー８６，１９９である。
　また、前記水溶性の黄色染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー１７，１９
，２３，２５，３９，４０，４２，４４，４９，５０，６１，６４，７６，７９，１１０
，１２７，１３５，１４３，１５１，１５９，１６９，１７４，１９０，１９５，１９６
，１９７，１９９，２１８，２１９，２２０，２２７、Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー　１
、８、１１、１２、２４、２６、２７、３３、３９、４４、５０、５８、８５、８６、８
７、８８、８９、９８、１１０、１３２、１４２、１４４等が挙げられ、好ましくはダイ
レクトイエロー１３２、１４２である。
　また、前記水溶性の褐色染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ダイレクト　ブラウン　１、
２、６、２５、２７、３３、３７、３９、５９、６０、６２、９５、９９、１００、１０
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４、１０６、１１２、１１３、１１５、１６７、１６９、１７５、１９５、２１０等が挙
げられ、好ましくはＣ．Ｉ．ダイレクト　ブラウン　１９５である。
【００３３】
　前記水溶性の銅フタロシアニン染料は、通常５５０～６５０ｎｍおよび３００～４００
ｎｍに吸収極大を有し、前記水溶性の黄色染料または褐色染料は、通常３５０～４５０ｎ
ｍに吸収極大を有する。
　本発明の凸版印刷板の製造方法に用い得る光源の波長としては、通常３００～４００ｎ
ｍであるため、照射された光を効率よく吸収し、遮光するために、前記水溶性の銅フタロ
シアニン染料と、水溶性の黄色染料および／または褐色染料を併用することが好ましい。
【００３４】
　本発明に用いる遮光インクは、前記水溶性染料を含有し、水を媒体として調製されるが
、前記水溶性染料に含まれるＣｌ-およびＳＯ4

2-等の陰イオンの含有量は少ないものが好
ましく、その含有量の目安は、フタロシアニン色素中でＣｌ-およびＳＯ4

2-の総含量とし
て５質量％以下、好ましくは３質量％以下、さらに好ましくは１質量％以下であり、イン
ク中に１質量％以下である。Ｃｌ-およびＳＯ4

2-の少ない水溶性染料を製造するには、例
えば、逆浸透膜による通常の方法または水溶性染料の乾燥品あるいはウェットケーキをア
ルコールおよび水の混合溶媒中で撹拌し、濾過、乾燥する等の方法で脱塩処理すればよい
。用いるアルコールは、炭素数１～４の低級アルコール、好ましくは炭素数１～３のアル
コール、さらに好ましくはメタノール、エタノールまたは２－プロパノールである。また
、アルコールでの脱塩処理の際に、使用するアルコールの沸点近くまで加熱後、冷却して
脱塩する方法も採用し得る。Ｃｌ-およびＳＯ4

2-の含有量は例えばイオンクロマトグラフ
法で測定される。
【００３５】
　本発明に用いる遮光インクは、それに用いる水溶性染料に含まれる亜鉛、鉄等の重金属
（イオン）、カルシウム、シリカ等の金属（陽イオン）等の含有量が少ないものを用いる
のが好ましい（色素構造に骨格に含有される金属、例えばフタロシアニン骨格における銅
を除く）。その含有量の目安は、例えば、色素の精製乾燥品中に、亜鉛、鉄等の重金属（
イオン）、カルシウム、シリカ等の金属（陽イオン）について各々５００ｐｐｍ以下程度
である。重金属（イオン）および金属（陽イオン）の含有量は、イオンクロマトグラフ法
、原子吸光法、またはＩＣＰ（Ｉｎｄｕｃｔｉｖｅｌｙ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｐｌａｓｍａ
）発光分析法にて測定される。
【００３６】
　前記水溶性染料は、遮光インク中に５～２０質量％、好ましくは５～１５質量％含有さ
れる。
【００３７】
　本発明に用いる遮光インクは、水を媒体として調製される。この遮光インク中に、上記
のようにして得られた前記特性の水溶性染料は、５～２０質量％含有される。この遮光イ
ンクには、さらに必要に応じて、水溶性有機溶剤を、本発明の効果を害しない範囲内にお
いて含有される。この水溶性有機溶剤は、染料溶解剤、乾燥防止剤（湿潤剤）、粘度調整
剤、浸透促進剤、表面張力調整剤、消泡剤等として使用される。その他インク調製剤とし
ては、例えば、防腐防黴剤、ｐＨ調整剤、キレート試薬、防錆剤、紫外線吸収剤、粘度調
整剤、染料溶解剤、表面張力調整剤、消泡剤、分散剤、等の公知の添加剤が挙げられる。
かかる水溶性有機溶剤の含有量は、インク全体に対して０～６０質量％、好ましくは１０
～５０質量％用い、インク調製剤は、インク全体に対して０～２５質量％、好ましくは０
～２０質量％用いるのが良い。上記以外の残部は水である。
【００３８】
　この遮光インクに用い得る水溶性有機溶剤としては、例えばメタノール、エタノール、
ｎ－プロパノール、イソプロパノール、ｎ－ブタノール、イソブタノール、第二ブタノー
ル、第三ブタノール等のＣ１～Ｃ４アルカノール、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミドまたは
Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド等のカルボン酸アミド、２－ピロリドン、Ｎ－メチル－２
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－ピロリドン、１，３－ジメチルイミダゾリジン－２－オンまたは１，３－ジメチルヘキ
サヒドロピリミド－２－オン等の複素環式ケトン、アセトン、メチルエチルケトン、２－
メチル－２－ヒドロキシペンタン－４－オン等のケトンまたはケトアルコール、テトラヒ
ドロフラン、ジオキサン等の環状エーテル、エチレングリコール、１，２－または１，３
－プロピレングリコール、１，２－または１，４－ブチレングリコール、１，６－ヘキシ
レングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、テトラエチレングリ
コール、ジプロピレングリコール、チオジグリコール、ポリエチレングリコール、ポリプ
ロピレングリコール等の（Ｃ２～Ｃ６）アルキレン単位を有するモノマー、オリゴマーま
たはポリアルキレングリコールまたはチオグリコール、グリセリン、ヘキサン－１，２，
６－トリオール等のポリオール（トリオール）、エチレングリコールモノメチルエーテル
またはエチレングリコールモノエチルエーテルまたはエチレングリコールモノブチルエー
テル、ジエチレングリコールモノメチルエーテルまたはジエチレングリコールモノエチル
エーテルまたはジエチレングリコールモノブチルエーテルまたはトリエチレングリコール
モノメチルエーテルまたはトリエチレングリコールモノエチルエーテル等の多価アルコー
ルの（Ｃ１～Ｃ４）アルキルエーテル、γーブチロラクトンまたはジメチルスルホキシド
等が挙げられる。
【００３９】
　該遮光インクに用いる水溶性有機溶剤として好ましいものは、炭素数３～８のモノまた
は多価アルコールおよび炭素数１～３のアルキル置換を有しても良い２－ピロリドンなど
が挙げられ、多価アルコールとしてはヒドロキシ基を２～３有するものが好ましい。具体
的にはイソプロパノール、グリセリン、モノ、ジまたはトリエチレングリコール、モノ、
ジまたはトリプロピレングリコール、平均分子量が２００から１０００のポリエチレング
リコール、平均分子量が２００から７００のポリプロピレングリコール、２－ピロリドン
、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、ブタノール等であり、より好ましくはイソプロパノール
、グリセリン、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、平均分子量が２００から
６００のポリエチレングリコール、平均分子量が２００から４００のポリプロピレングリ
コール、２－ピロリドンである。これらの水溶性有機溶剤は、単独もしくは混合して用い
られる。
【００４０】
　前記防腐防黴剤としては、例えば、有機硫黄系、有機窒素硫黄系、有機ハロゲン系、ハ
ロアリルスルホン系、ヨードプロパギル系、Ｎ－ハロアルキルチオ系、ニトチリル系、ピ
リジン系、８－オキシキノリン系、ベンズチアゾール系、イソチアゾリン系、ジチオール
系、ピリジンオシキド系、ニトロプロパン系、有機スズ系、フェノール系、第４アンモニ
ウム塩系、トリアジン系、チアジアジン系、アニリド系、アダマンタン系、ジチオカーバ
メイト系、ブロム化インダノン系、ベンジルブロムアセテート系、無機塩系等の化合物が
挙げられる。有機ハロゲン系化合物としては、例えばペンタクロロフェノールナトリウム
が挙げられ、ピリジンオシキド系化合物としては、例えば２－ピリジンチオール－１－オ
キサイドナトリウムが挙げられ、無機塩系化合物としては、例えば無水酢酸ソーダが挙げ
られ、イソチアゾリン系化合物としては、例えば１，２－ベンズイソチアゾリン－３－オ
ン、２－ｎ－オクチル－４－イソチアゾリン－３－オン、５－クロロ－２－メチル－４－
イソチアゾリン－３－オン、５－クロロ－２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オンマ
グネシウムクロライド、５－クロロ－２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オンカルシ
ウムクロライド、２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オンカルシウムクロライド等が
挙げられる。その他の防腐防黴剤としてソルビン酸ソーダ安息香酸ナトリウム、等（例え
ば、アベシア社製プロクセルＧＸＬ（Ｓ）、プロクセルＸＬ－２（Ｓ）等）が挙げられる
。
【００４１】
　前記ｐＨ調整剤は、インクの保存安定性を向上させる目的で、インクのｐＨを６．０～
１１．０の範囲に制御できるものであれば任意の物質を使用することができる。例えば、
ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、トリス（ヒドロキシメチル）アミノメタン
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などのアルカノールアミン、水酸化リチウム、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムなどの
アルカリ金属の水酸化物、水酸化アンモニウム、あるいは炭酸リチウム、炭酸ナトリウム
、炭酸カリウムなどのアルカリ金属の炭酸塩などが挙げられる。
【００４２】
　前記キレート試薬としては、例えば、エチレンジアミン四酢酸ナトリウム、ニトリロ三
酢酸ナトリウム、ヒドロキシエチルエチレンジアミン三酢酸ナトリウム、ジエチレントリ
アミン五酢酸ナトリウム、ウラミル二酢酸ナトリウムなどが挙げられる。防錆剤としては
、例えば、酸性亜硫酸塩、チオ硫酸ナトリウム、チオグリコール酸アンモニウム、ジイソ
プロピルアンモニウムナイトライト、四硝酸ペンタエリスリトール、ジシクロヘキシルア
ンモニウムナイトライト、トリルトリアゾールなどが挙げられる。
【００４３】
　前記紫外線吸収剤としては、例えば、ベンゾフェノン系化合物、ベンゾトリアゾール系
化合物、桂皮酸系化合物、トリアジン系化合物、スチルベン系化合物、またはベンズオキ
サゾール系化合物に代表される紫外線を吸収して蛍光を発する化合物、いわゆる蛍光増白
剤も用いることができる。
【００４４】
　前記粘度調整剤としては、水溶性有機溶剤の他に、水溶性高分子化合物が挙げられ、例
えば、ポリビニルアルコール、セルロース誘導体、ポリアミン、ポリイミン等が挙げられ
る。
【００４５】
　前記染料溶解剤としては、例えば、尿素、ε－カプロラクタム、エチレンカーボネート
等が挙げられる。
【００４６】
　前記表面張力調整剤としては、界面活性剤が挙げられ、例えば、アニオン界面活性剤、
両性界面活性剤、カチオン界面活性剤、ノニオン界面活性剤などが挙げられる。アニオン
界面活性剤としてはアルキルスリホカルボン酸塩、α－オレフィンスルホン酸塩、ポリオ
キシエチレンアルキルエーテル酢酸塩、Ｎ－アシルアミノ酸およびその塩、Ｎ－アシルメ
チルタウリン塩、アルキル硫酸塩ポリオキシアルキルエーテル硫酸塩、アルキル硫酸塩ポ
リオキシエチレンアルキルエーテル燐酸塩、ロジン酸石鹸、ヒマシ油硫酸エステル塩、ラ
ウリルアルコール硫酸エステル塩、アルキルフェノール型燐酸エステル、アルキル型燐酸
エステル、アルキルアリルスルホン塩酸、ジエチルスルホ琥珀酸塩、ジエチルヘキルシル
スルホ琥珀酸ジオクチルスルホ琥珀酸塩などが挙げられる。カチオン界面活性剤としては
２－ビニルピリジン誘導体、ポリ４－ビニルピリジン誘導体などがある。両性界面活性剤
としてはラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－
Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルジメチル
アミノ酢酸ベタイン、ポリオクチルポリアミノエチルグリシンその他イミダゾリン誘導体
などがある。ノニオン界面活性剤としては、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル
、ポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンドデシルフェニル
エーテル、ポリオキシエチレオクチルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンオレイルエ
ーテル、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、
ポリオキシアリルキルアルキルエーテル等のエーテル系、ポリオキシエチレンオレイン酸
、ポリオキシエチレンオレイン酸エステル、ポリオキシエチレンジステアリン酸エステル
、ソルビタンラウレート、ソルビタンモノステアレート、ソルビタンモノオレエート、ソ
ルビタンセスキオレート、ポリオキシエチレンモノオレエート、ポリオキシエチレンステ
アレートなどのエステル系、２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオ
ール、３，６－ジメチル－４－オクチン－３，６－ジオール、３，５－ジメチル－１－ヘ
キシン－３オール、などのアセチレングリコール系（例えば、日信化学社製サーフィノー
ル１０４、８２、４６５、オルフィンＳＴＧ等）、等が挙げられる。これらのインク調製
剤は、単独もしくは混合して用いられる。
　なお、本発明に用いる遮光インクの表面張力は通常２５～７０ｍＮ／ｍ、より好ましく
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は２５～５０ｍＮ／ｍである。また、この遮光インクの粘度は３０ｍＰａ・ｓ以下が好ま
しい。さらに２０ｍＰａ・ｓ以下に調整することがより好ましい。
【００４７】
　前記消泡剤としては、フッ素系、シリコーン系化合物が必要に応じて用いられる。
【００４８】
　この遮光インクを製造するにあたり、各薬剤を溶解させる順序には特に制限はない。イ
ンクを調製するにあたり、用いる水はイオン交換水または蒸留水など不純物が少ない物が
好ましい。さらに、必要に応じメンブランフィルターなどを用いて精密濾過を行って夾雑
物を除いてもよく、インクジェットプリンター用のインクとして使用する場合は精密濾過
を行うことが好ましい。精密濾過を行うフィルターの孔径は通常１ミクロン～０．１ミク
ロン、好ましくは、０．８ミクロン～０．２ミクロンである。
【００４９】
　この遮光インクを用いて、前記インク受理層（Ｃ）にイメージパターンを記録するには
、この遮光インクを含有する容器をインクジェットプリンターの所定位置にセットし、イ
ンクジェットプリンターを用いた通常の方法で、インク受理層（Ｃ）に記録すればよい。
インクジェットプリンターとしては、例えば、機械的振動を利用したピエゾ方式のプリン
ターや、加熱によりインク中に気泡が発生する際の圧力を利用したバブルジェット（登録
商標）方式のプリンター等が挙げられる。
【００５０】
　この遮光インクは貯蔵中に沈澱、分離することがない。したがって、この遮光インクを
インクジェットプリンターにおいて使用した場合、インクジェット記録ヘッドの吐出口を
閉塞することもない。本発明に用いる遮光インクは連続式インクジェットプリンターによ
る比較的長い時間一定の再循環下またはオンデマンド式インクジェットプリンターによる
断続的な使用においても、物理的性質の変化を起こさない。
【００５１】
　この遮光インクは、３５０ｎｍを中心として波長域の光に対して幅広く、高い吸収を持
つため、凸版印刷版の製造に使用される露光光を遮光することができる。この遮光インク
に好適に用いられる色素は、水性溶剤に対する溶解度が高いため、色素濃度が高くするこ
とができ、それにより遮光能の高いマスクパターンをインク受理層（Ｃ）に形成すること
ができる。また、色素の結晶物が析出することがなく、インクジェットの噴射経路が曲が
ったり、吐出口に目詰まりを起こすことがないため、インクジェットシステムを用いて高
精細なマスクパターンを形成することができる。
【００５２】
　次に、本発明のフレキソ印刷原版の製造方法の具体例を示す。まず、エラストマー性バ
インダー、モノマー、開始剤およびその他の成分を混合して調製した感光性樹脂組成物を
ホットメルトに成形し、これを所望の厚さとなるようにカレンダー掛けする、または押出
機を利用して感光性樹脂組成物を溶融、混合、脱気および濾過した後、支持体と一時的な
カバーシートとの間に押し出し、カレンダー掛けして所望の厚さとする。あるいは金型中
に支持体とカバーシート（Ｄ）を置き、両者の間に感光性樹脂組成物を射出する、等の方
法で、支持体層（Ａ）の上に感光性樹脂層（Ｂ）を形成する。次に、前述のインク受理層
形成成分からなる組成物を前記感光性樹脂層（Ｂ）上に直接塗布し、乾燥してインク受理
層（Ｃ）を得る。または、カバーシート（Ｄ）上に前記組成物（インク受理層材料）を塗
布・乾燥してインク受理層とし、このインク受理層を前記感光性樹脂層（Ｂ）上に圧着す
る。そして、圧着したインク受理層（Ｃ）上の一時的なカバーシート（Ｄ）を除いて、あ
るいは除かずに、支持体層（Ａ）上に形成した感光性樹脂層（Ｂ）と熱および／または圧
力でラミネートして、フレキソ印刷原版とする。前記製造において、カバーシート（Ｄ）
上に、インク受理層（Ｃ）、感光性樹脂層（Ｂ）および支持体層（Ａ）を、順次ラミネー
トすることによっても、製造できる。
【００５３】
　前記製造方法で得られたフレキソ印刷原版のインク受理層（Ｃ）に、前記遮光インクと
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インクジェットプリンターとを用いて、マスクパターンを記録する。この場合、遮光イン
クによるマスクパターンは、インク受理層（Ｃ）の表面に形成されるのではなく、遮光イ
ンクがインク受理層（Ｃ）中に浸透することによって、層中に形成される。これによって
、インク受理層（Ｃ）はマスク層となる。
　このようにして感光性樹脂層（Ｂ）上にマスク層が形成された印刷原版に対して、に３
００ｎｍ～７００ｎｍの波長域の光を照射し、この光がインクパターンに遮られて照射さ
れずに未硬化状態にある前記感光性樹脂層（Ｂ）の非照射領域を現像液により除去し、印
刷版材画像に形成することで、フレキソ印刷版が製造される。
【００５４】
　前記感光性樹脂層に照射する化学放射線としては、赤外線より波長が短い電磁波、好ま
しくは可視光線と紫外線領域の電磁波、さらに好ましくは３００～７００ｎｍの電磁波が
よく、より好ましくは３００ｎｍ～４００ｎｍである。い。この化学放射線の光源として
は、低圧水銀灯、高圧水銀灯、紫外線蛍光灯、カーボンアーク灯、重水素ランプ、タング
ステンランプ（タングステンヨウ素ランプ、ＷＩランプ、ＷＩ2ランプ）キセノンランプ
、エキシマレーザなどが挙げられる。また、現像処理で使用する現像液としては、感光性
樹脂層を溶解する性質を持つものであれば、有機溶液、水、水性または半水性溶液のいず
れであってもよく、現像液の選択は、除去されるべき樹脂の化学的性質に依存する。適当
な有機溶媒現像液としては芳香族もしくは脂肪族炭化水素および脂肪族もしくは芳香族ハ
ロ炭化水素溶媒またはそれらの溶媒と適当なアルコールとの混合物が挙げられる。また、
半水性現像液としては、水または水に混和し得る有機溶媒およびアルカリ性材料を含有し
ている。該水性現像液としては、水と、例えば、ヘプチルアセテート、３－メトキシブチ
ルアセテート等のエステル類、石油留分、トルエン、デカリン等の炭化水素類、テトラク
ロルエチレンなどの塩素系溶剤、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタ
ノールアミン等のアミン類、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、炭酸ナトリウム、アン
モニア等の水溶液が挙げられる。また、これらの溶剤にプロパノール、ブタノール、ペン
タノール等のアルコール類を混合したものを用いることも可能であり、洗い出しは浸漬、
ノズルからの噴射、ブラシによるブラッシング等任意の方法が採用できる。
【００５５】
　本発明の凸版印刷版の製造方法に好適に用いることのできる印刷装置としては、インク
ジェットプリンターが好適である。インクジェットプリンターによる印刷は、インクをノ
ズルから紙などの記録材料に噴射させて、文字や画像を形成させるものである。インクの
噴射方法により、この印刷方法としては、主に、圧電素子を用いてインクに機械的振動を
与えて噴射させるピエゾ法、インクを加熱し発砲させて発生した圧力を利用してインクを
噴射させる方法に大別することができる。
　先に述べたように、本発明において、インク受理層（Ｃ）に上記遮光インクを付与して
記録を行うための方法は、好ましくはインクジェット記録方法であり、該方法は、インク
をノズルより効果的に離脱させて、射程体である記録媒体にインクを付与し得る方式であ
ればいかなる方式でもよい。特に、特開昭５４－５９９３６号公報に記載されている方法
で、熱エネルギーの作用を受けたインクが発泡により急激な体積変化を生じ、この状態変
化による作用力によって、インクをノズルから吐出させるインクジェット方式は有効に使
用することができる。
【実施例】
【００５６】
　以下、本発明を実施例によって、さらに詳細に説明するが、以下の実施例は、本発明を
好適に説明するための例示に過ぎず、なんら本発明を限定するものではない。
　なお、以下の説明において、「部」および「％」とあるのは、特別の記載のない限り質
量基準である。また、遮蔽インク製造例１～６で使用した水溶性染料は、逆浸透膜による
脱塩処理を行ったのちに８０℃にて乾燥したものを用いた。
【００５７】
　（遮光インク製造例１）
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　Ｃ．Ｉ．ダイレクト ブルー １９９（商品名：カヤフェクト ターコイズ ＲＮ リキッ
ド１５０、日本化薬製）を５部、Ｃ．Ｉ．ダイレクト イエロー １３２（商品名：カルタ
ゾールイエロー３ＧＦリキッド、クラリアント社製）を５部、エチレングリコール１５部
、サーフィノール１０４ＰＧ５０（日信化学工業社製）０．０５部、イオン交換水７４．
９５部からなる液を攪拌し、また、インクのｐＨが８．０から９．５になるように苛性ソ
ーダを加えた。さらに０．４５μｍのメンブレンフィルターでろ過をし、本発明に用いて
好適な遮光インク（１）を得た。
【００５８】
　（遮光インク製造例２）
　Ｃ．Ｉ．ダイレクト ブルー １９９を５部、Ｃ．Ｉ．ダイレクト イエロー １４２（商
品名：カヤラスイエローＰＧ、日本化薬製）を５部、エチレングリコール１５部、サーフ
ィノール１０４ＰＧ５０（日信化学工業社製）０．０５部、イオン交換水７４．９５部か
らなる液を攪拌し、また、インクのｐＨが８．０から９．５になるように苛性ソーダを加
えた。さらに０．４５μｍのメンブレンフィルターでろ過をし、本発明に用いて好適な遮
光インク（２）を得た。
【００５９】
　（遮光インク製造例３）
　Ｃ．Ｉ．ダイレクト ブルー １９９を５部、Ｃ．Ｉ．ダイレクト ブラウン １９５（商
品名：カヤラススプラ　ブラウンＧＬ１２５、日本化薬製）を８部、エチレングリコール
１５部、サーフィノール１０４ＰＧ５０（日信化学工業社製）０．０５部、イオン交換水
７１．９５部からなる液を攪拌し、また、インクのｐＨが８．０から９．５になるように
苛性ソーダを加えた。さらに０．４５μｍのメンブレンフィルターでろ過をし、本発明に
用いて好適な遮光インク（３）を得た。
【００６０】
　（遮光インク製造例４）
　Ｃ．Ｉ．ダイレクト ブルー ８６（商品名：カヤラス ターコイズ ブルー ＧＬ、日本
化薬製）を５部、Ｃ．Ｉ．ダイレクト イエロー １３２を５部、エチレングリコール１５
部、サーフィノール１０４ＰＧ５０（日信化学工業社製）０．０５部、イオン交換水７４
．９５部からなる液を攪拌し、また、インクのｐＨが８．０から９．５になるように苛性
ソーダを加えた。さらに０．４５μｍのメンブランフィルターでろ過をし、本発明に用い
て好適な遮光インク（４）を得た。
【００６１】
　（遮光インク製造例５）
　Ｃ．Ｉ．ダイレクト ブルー ８６を５部、Ｃ．Ｉ．ダイレクト イエロー １４２を５部
、エチレングリコール１５部、サーフィノール１０４ＰＧ５０（日信化学工業社製）０．
０５部、イオン交換水７４．９５部からなる液を攪拌し、また、インクのｐＨが８．０か
ら９．５になるように苛性ソーダを加えた。さらに０．４５μｍのメンブランフィルター
でろ過をし、本発明に用いて好適な遮光インク（５）を得た。
【００６２】
　（遮光インク製造例６）
　Ｃ．Ｉ．ダイレクト ブルー ８６を５部、Ｃ．Ｉ．ダイレクト ブラウン １９５を８部
、エチレングリコール１５部、サーフィノール１０４ＰＧ５０（日信化学工業社製）０．
０５部、イオン交換水７１．９５部からなる液を攪拌し、また、インクのｐＨが８．０か
ら９．５になるように苛性ソーダを加えた。さらに０．４５μｍのメンブレンフィルター
でろ過をし、本発明に用いて好適な遮光インク（６）を得た。
【００６３】
　図１に前記遮光インク製造例１で得られた遮光インク（１）の吸光度曲線のチャートを
示した。吸光度曲線の積分値は、ΣＯＤまたは面積値とも言われ、一定の波長間の吸光度
の積算値である。この図において、斜線で示した部分が、３００ｎｍ～４００ｎｍまでの
吸光度の積分値である。
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【００６４】
　３００ｎｍ～４００ｎｍの吸光度の積分値は、例えば、次のようにして測定することが
できる。
　（測定方法）
　インク１．０ｇをイオン交換水で５０００倍に希釈した水溶液を、２５℃、光源（２０
０ｎｍ～３６０ｎｍは重水素（Ｄ2）ランプ、３６０ｎｍから４００ｎｍはタングステン
（ＷＩ）ランプを光源として使用）、スリット幅２．０ｎｍ、透過光路長１０ｍｍの条件
の分光光度計を用いて、吸光度を測定し、３００ｎｍ～４００ｎｍまでの吸光度曲線の積
分値（ｎｍ×Ａｂｓ．）を算出する。
【００６５】
　前記遮光インク製造例１の遮光インク（１）２．０ｇをイオン交換水で５００ｍＬのメ
スフラスコで５００ｍＬに希釈し、さらにその希釈液５ｍＬのホールピペットで採取した
のち、１００ｍＬのメスフラスコにてイオン交換水を用いて１００ｍＬに希釈することで
、５０００倍のインク希釈液を調整した。図１は、この５０００倍に希釈したインクを、
２５℃、光源（２００ｎｍ～３６０ｎｍは重水素（Ｄ2）ランプ、３６０ｎｍ～４００ｎ
ｍはタングステン（ＷＩ）ランプを光源として使用）、スリット幅２．０ｎｍ、透過光路
長１０ｍｍの条件の分光光度計（島津製作所製、ＵＶ－２５５０）で７００ｎｍから２５
０ｎｍの吸光度曲線を測定したものである。このときの３００ｎｍ～４００ｎｍまでの吸
光度の積分値（ｎｍ×Ａｂｓ．）は、５５．３４７５であった。
【００６６】
　（実施例１）
　以下の実施例で示す光学的濃度は、分光光度計（商品名Ｕ－２０００、日立製作所製）
を用いて測定した。
　バーコーターを用いてポリビニルブチラール（商品名：エスレックＫＷ－３、積水化学
社製）５％の水溶液を厚み１００μｍのカバーシート（Ｄ）となるＰＥＴフィルムに乾燥
後の塗付膜厚２μｍとなるように塗布し、１００℃で５分間乾燥した後、さらに前記遮光
インク（１）にて良好なイメージ記録が可能なインク受理層（Ｃ）を形成した。このイン
ク受理層（Ｃ）の３７０ｎｍ波長光に対する光学的濃度を測定したところ０．０であった
。
【００６７】
　一方、平均分子量２４０，０００のスチレンブタジエン共重合体（商品名Ｄ－１１５５
、ＪＳＲシェルエラストマー社製）１００質量部、平均分子量１，０００の液状１，２－
ポリブタジエン（商品名ニッソ－ＰＢ－１０００、日本曹達社製）７０質量部、トリメチ
ロールプロパントリアクリレート１０質量部、メトキシフェニルアセトフェノン３質量部
、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシトルエン０．０５質量部、オイルブル
ー＃５０３（オリエント化学社製）０．００２質量部をテトラヒドロフラン０．２質量部
からなる溶剤に溶解して感光性樹脂組成物を調製し、それを高粘度用ポンプにて押出機に
圧入し、押出機内で混練しながら２．８４ｍｍの厚に、ポリエチレンテレフタレートシー
トからなる（Ａ）層上に押し出して、感光性樹脂層（Ｂ）を得た。
【００６８】
　上述のようにして得た感光性樹脂層（Ｂ）層とインク受理層（Ｃ）の面を合わせて圧着
ローラーを用いてラミネートし、基板層（Ａ）－感光性樹脂層（Ｂ）－インク受理層（Ｃ
）－カバーシート（Ｄ）が順次積層一体化された多層感光性構成体（フレキソ印刷原版）
を得た。
【００６９】
　得られたフレキソ印刷版用感光性構成体のカバーシート（Ｄ）を剥離し、ローランド・
ディー・ジー製フラットベットインクジェットプリンターを用い、３００ｎｍ～４００ｎ
ｍ波長域の光に対する吸収特性を有する色素を含む水溶性染料インク（前記遮光インク（
１））を所定のパターンに従ってインク受理層（Ｃ）上に噴射して、インク受理層（Ｃ）
に所定のマスクパターンを形成した。このインク受理層（Ｃ）に形成したマスクパターン
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遮光インクによるマスクパターン領域の３７０ｎｍ波長光に対する光学的濃度を測定した
ところ３．０であった。
【００７０】
　次に、３７０ｎｍに中心波長を有する紫外線を（Ａ）層側から照射することにより７５
ｍＪ／ｃｍ2のバック露光を行い、引き続いて画像層側から２５００ｍＪ／ｃｍ2のメイン
露光を行った。その後、芳香族炭化水素系現像液（商品名ＦＤＯ－Ｓ２、東京応化工業製
）を現像液として、液温２５℃で４分間現像を行った。得られた版面には現像残渣などの
再付着が認められなかった。現像処理後、５５℃で５０分間乾燥した後、２５０ｎｍに中
心波長を有する紫外線蛍光灯ランプを用いて後処理を行い、さらに、３７０ｎｍに中心波
長を有する紫外線を用いて３０００ｍＪ／ｃｍ2の後露光を行い、フレキソ印刷板を得た
。このフレキソ印刷板を用いて印刷したところ鮮明な文字を有する印刷物が刷り上がった
。
【００７１】
　（実施例２）
　インク受理層（Ｃ）の膜厚が８μｍになるようにポリビニルブチラール５（商品名：エ
スレックＫＳ－３、積水化学社製、酸素透過係数４×１０－１１）％水溶液を塗布する以
外は実施例１に記載した方法と同様の方法にてフレキソ印刷版を作成した。作製されたフ
レキソ印刷板を用いて印刷したところ鮮明な文字を有する印刷物が刷り上がった。
【００７２】
　（実施例３）
　インク受理層（Ｃ）にポリビニルピロリドン（商品名ルビスコールＫ９０、ＢＡＳＦ社
製を用いた以外は実施例１に記載した方法と同様の方法にてフレキソ印刷版を作成した。
作製されたフレキソ印刷板を用いて印刷したところ鮮明な文字を有する印刷物が刷り上が
った。
【００７３】
　（実施例４）
　インク受理層（Ｃ）の膜厚を０．８μｍにした以外は実施例１に記載した方法と同様の
方法にてフレキソ印刷版を作成した。作製されたフレキソ印刷板を用いて印刷したところ
鮮明な文字を有する印刷物が刷り上がった。
【００７４】
　（比較例）
　インク受理層（Ｃ）の膜厚のみを変更（０μｍ，０．３μｍ，１７μｍ）し、実施例１
と同様な方法でフレキソ印刷版を作成した。作製されたフレキソ印刷板を用いて印刷試験
を行った。その結果を下記の評価基準によりランク分けして表１に示した。
【００７５】
　（評価基準）
○・・・印刷に適したレリーフ形状を有するフレキソ印刷板が得られ、鮮明な文字を有す
る印刷物が刷り上がった。
△・・・印刷に適したレリーフ形状を有するフレキソ印刷板は得られず、文字の鮮明度は
低いものの、品質的には実用使用範囲内の印刷物が刷り上がった。
▲・・・印刷に適したレリーフ形状を有するフレキソ印刷板を得られるが、感光性樹脂層
（Ｃ）の膜物性の低下により膜にシワが発生する場合があり、印刷に対して適当でない。
×・・・印刷に適したレリーフ形状を有するフレキソ印刷用版材を得られず、文字のつぶ
れ、実用使用範囲外の印刷物が刷り上がった。
【００７６】
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【００７７】
　インク受理層（Ｃ）の膜厚８μｍ以上では、放射線遮蔽効果がほとんど変化せず、膜厚
による効果は得られなかった。
【産業上の利用可能性】
【００７８】
　以上説明したように、本発明の特徴は、支持体（Ａ）上に所定の波長域の光に感光性を
有する感光性樹脂層（Ｂ）と遮光インクにより層中にパターンが形成されるインク受理層
（Ｃ）とが少なくとも積層されてなり、前記インク受理層（Ｃ）が前記所定の波長域の光
に対して実質的に透明であり、かつ前記遮光インクを保持する特性を有していることを特
徴とする感光性積層体を凸版印刷用感光性積層印刷原版として用いることにある。
【００７９】
　前記特徴構成を有する本発明においては、インク受理層は感光性樹脂層に直接に形成さ
れており、このインク受理層の層中に遮光インクによってマスクパターンが形成される。
従って、従来のマスクフィルムやその代替品を用いた場合に生じた問題点や、感光性樹脂
層に直接インク組成物によりマスクパターンを形成する場合に生じたインクの滲みやはじ
きによるパターンの乱れを防止することができる。その結果、本発明によれば、マスク層
を、その下層の感光性樹脂層の表面を荒らすことなく、かつ優れたコントラストを持って
、形成することのできる凸版印刷原版と、該凸版印刷原版を用いた凸版印刷版の製造方法
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８０】
【図１】本発明に用いて好適な遮光インクの吸光度曲線を示す図である。
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